
2014年度 第 5回被災支援労作

敬和学園高校では、2011 年 3 月の東日本大
震災依頼様々な機会を見て、生徒を被災地に

送りました。今回、9 月 12 日（金）から 14 日
（日）にかけての派遣(被災地ボランティア)

は、今年度に入って、5 回目の被災地ボランテ
ィアになります。今回は、宮城県宮城郡七ヶ

浜町に、生徒 7名、教員 2名が伺いました。
夏休みをはさみ、後期第１回目の被災地支

援労作が行われました。12 日金曜日授業終了
後、宮城県入り。翌 13 日（土）に七ヶ浜町に
伺い、ボランティアセンターで受け付け。今

回もコーディネーターの星さんや引地さんが温かく迎えてくださいました。今回は芙

蓉グループの皆さんと一緒に参加となりました。「おらほの体操」で体をほぐし、い

ざ作業へ。

作業は、お借りしている農園の雑草除去と、耕運

機が入れるよう進入路を造ると言うものです。普段

の労作で慣れているせいか、思いのほかはかどりま

す。午前中にはほぼ完成。これには作業リーダーの

菊池さんや「師範」こと柴田さんもびっくり。早速

耕運機の登り初めをしていただきました。

この農園は、震災後に耕作放棄となり、ボランテ

ィアセンターで借り受けたものです。仮設や災害復興住宅でお庭のない方にも作物を

育てていただきたいとの願いでがれきを拾い、耕してきたもので現在はこの土地の新

しい名産を作ろうと、様々な作物が試験的に植えられていました。

震災から 3 年半、いまだにここ七ヶ浜町では 600 人を超える方々が「仮設住宅」
に居らっしゃるそうです。先ほどの農園も、仮設に籠ってしまわないために送迎も考

えていらっしゃるとのこと。真の復興とは何か、を考えさせられた 3 日間でした。
宿泊させたいただいた仙台北教会の小西先生はじめお世話になった皆様に感謝して、

報告させていただきます。次回は 10月 24日（金）～ 26日（日）を予定しています。
その他の報告は敬和学園高校のホームページをご覧ください。
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日本基督教団東日本大震災救援募金 ＊現在の募金状況（2014.10.16現在）

￥ 901,096,696 「東日本大震災救援募金」

￥ 371,219,644 「東日本大震災海外献金プロジェクト」



チャペル献堂式を行いました

校長 大津健一

東日本大震災の被災によってコイノニアハウスの建て替えをしましたが、建

物のスペースや資金の都合でチャペル

を作ることができず、暫く教室で朝の

会や祈祷会などを守ってきました。そ

のような中でアジア学院にも独立した

チャペルが欲しいという声と、日本の

古民家を利用した建物にしたいという

声が重なり合ってオイコスチャペルの

建築がなされました。そして 9月 15
日、午後 2時より待ちに待ったオイコ
スチャペル献堂式を無事執り行うことができました。アジア学院の学生・ボ

ランティア・職員 70余名と外部から出席くださった約 140名の方々を合わせ
ると 210名以上の方々の出席がありました。当日ご出席頂いた関東教区議長
秋山徹先生を初め、教区諸教会の教職信徒の皆様に感謝を申し上げます。関

東教区のお支えがなければ、チャペル建築は可能でなかったと考えています。

また当日は、チャペル建築のために寄附をくださった日本基督教団を代表し

て長崎哲夫総幹事、台湾長老教会を代表して東京台湾教会李牧師、東京ユニ

オンチャーチよりシミントン牧師等も出席くださいました。多くの皆様のお

祈りとお支えによって、献堂式をもつことができたことを感謝しています。

また、高見敏弘名誉学院長の祝祷をもって献堂式を無事終えることができま

した。献堂式後はお茶の会をコイノニアハウスで行い、大勢の方がお残り下

さり、大変恵まれた会をもつことができたと感謝しています。

また 9月 15日の朝には、第 41回アジア学院創立記念日を覚えて西那須野
教会信徒の田村修也さんにおいで頂き、感謝の礼拝を捧げました。田村さん

のお話を通して、改めて創設時のアジア学院は、西那須野教会の牧師や信徒

の皆様に支えられてあったこと、そしてそれが現在も継続していることを学

びました。

学校では、6月 4日に田植えをし、9月 30日に全員で稲刈りをしました。
また例年通り 10月 11日・12日には収穫感謝の日をお祝いしました。更に
2015年度学生を迎える選考作業などをしています。リベリアから来ている 3
人の学生には家族・知人のエボラ出血熱による死亡のニュースが届いていま

す。何とか西アフリカでの感染がこれ以上

拡がらないように祈りを合わせていただき

たいと願います。


